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地域と連携した団員確保 ライオン広場に来てね

ホタルの飛び交うまちに旧三宅家の前でもちつき
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▲テープカットをする可知市長㊧と利用客ら
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▲ホタルの放流を行う長島町の子どもたち

▲自治会役員を前に意見を発表する分団長
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▲力強くもちつきをする明智小学校６年生の加藤 椋 くん
りょう

17　2009.5.1
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奥矢作湖畔でさくらまつり 明鉄沿線を花いっぱいに

復活後２５回目の「孔子祭」ふるさとの先人に学ぶ
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▲植栽の作業をしている明智町明知鉄道協力会の皆さん
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▲儒学の講話をする岐阜女子大学の近藤教授

▲鳴子踊りを披露する串原の「 翔  舞 」の皆さん
しょう ぶ
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▲佐藤一斎について講演する徳増さん
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ハーフマラソンを力走 生ごみが消える魔法の箱

笠置町の「ゆずもちゃん」地域移送サービス始まる
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▲生ごみ堆肥化のコツなどを説明する傍島さん
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▲ユズをイメージしたキャラクター「ゆずもちゃん」を発表

▲ハーフマラソンで先頭を力走する松山選手
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▲最初のお客さんを乗せて運行開始した「おきもり」

19　2009.5.1

特別企画展覧会

狂歌入東海道－「保永堂版」後の広重

　新収蔵品、佐野喜版『東海道五拾三次』のお披露目展示です。

このシリーズは画中に狂歌が添えられているため、通称「狂歌

入東海道」といわれます。展覧会では同時期につくられた行書

東海道と最晩年の 竪  絵 東海道など、各種東海道シリーズも併せ
たて え

てご覧いただけます。

■会期
 ４/ ９�～ ６/１４ 日�
※４/２９�～５/６�は休ま
ず開館

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、

祝日の翌日（土日・祝日を除く）

休館。５/１１�～１３�は展示替

えのため休館

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２

6月7日は「市民の日」　
毎月第１日曜日を「市民の日」とし、市民に限り観覧料を無料としています。

　古代恵奈郡を考える上で、正家廃寺とともに見過ご
すことができないのが山岡町 上  手向 にある手向廃寺で

かみ とうげ

す。小里川沿いの低地を見渡す台地上にあり、周辺に
は古墳も多数分布することから、古代 淡  気 （手向）郷

たむ け

の中心的な集落があった地域ではないかと考えられて
います。
　寺跡は、昭和４１年、山岡小学校が新設され、その通
学路の拡張工事中に布目瓦が見つかったことにより、
その存在が確認されました。その後、周辺でも多数の
平瓦、丸瓦が採集され、昭和５２年には、推定寺域が町
の文化財に指定されました。
　昭和６１年、町の集落道整備事業の一つとして道路の
拡幅工事が計画され、道路予定地約６６０平方�の発掘
調査が行われました。その結果、奈良時代の溝数本と
 礎  石 １個、 基  壇 状遺構、 掘  立 
そ せき き だん ほっ たて

 柱 建物状遺構などが確認
ばしら

されましたが、調査範囲が限られており、遺構の残り
具合も悪かったことから、寺域の北辺らしき一部を検
出したことを指摘するにとどまっています。
　寺跡推定地は現在、畑地、草地となっており、地表
では何も確認できませんが、地下には遺構が残ってい

る可能性があります。周辺には、古代、中世の遺跡や
寺名や坪名のつく字名もあり、手向廃寺の実態解明の
みならず、古代の恵那郡の歴史を探る上でも地域全体
の専門的、総合的な調査が望まれます。
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

文化財を巡る �古代の恵那～二つの古代寺院（その５）

歌川広重
「東海道五拾三次
（狂歌入東海道）原」

１８３０～１８４４（天保後期）年
当館蔵

▲出土した瓦の一部は山岡陶業ギャラリーに展示されています

出土瓦から存在が判明～手向廃寺跡

※長らく愛読いただきました「文化を巡る」は、６月から
の紙面改訂に伴い終了させていただきます。


